
世界遺産 v.s.あたりまえの風景

奈良女大学院生有志による連続セミナー

奈良女子大学大学院人間文化研究科『平成 20 年度「魅力ある大学院教育」イニシアティブ
「生活環境の課題発見・解決型女性研究者養成」（平成17年度文部科学省採択教育プログラム）「大学院生の自主企画による研究セミナー」』

The 1st seminor of M project

会場：正木家＠ならまち
（奈良女子大学　奈良町セミナーハウス）

入場無料

第二回　『都の形式』

千葉学（建築家）× 長田直之（建築家 本学准教授） 

12.12.fri.2008 
17:00~ (open 16:00~)

◎詳細はモバイルサイト又はブログを御覧ください

  モバイルサイト → http://katy.jp/m-pro-narajyo/

  excite.ブログ → http://mpronara.exblog.jp/

◎お問い合わせ → m_pro_narajyo@excite.co.jp　　

◎アクセス → 近鉄線　近鉄奈良駅下車　徒歩15分
  正木家 HP
　→http://www.nara-wu.ac.jp/gp/naragp_ex/seminar_house.html

モバイルサイトはこちらから！

主催： 青木 /川田 /瀧澤 / 藤田 /村田（住環境学専攻M1)M project

※セミナー終了後、ささやかな懇親会を予定しています。

　限りがございますので、懇親会に参加をご希望される方は下記アドレスまで参加の旨をご連絡下さい。    

  ( 参加費 500 円）

　mail : m_pro_narajyo@excite.co.jp
※会場が古い町やですので、暖かい服装でお越し下さい。

　また、会場に駐車場はありません。

Map

近鉄奈良駅

ならまちセンター

元興寺

一の鳥居

奈良女子大学

十輪院御霊神社

登大路

三条通
猿沢池

や
す
ら
ぎ
の
道

東
向
き
商
店
街

Contents
歴史都市奈良。ここでは世界遺産と日常生活が隣り合い、また、そこに世界遺産があることがあたりまえの
風景となっている状況が生まれています。歴史や文化が連綿と続くということの本質は、新旧のものが互い
を高め合いながら、その土地に根付いていくということではないでしょうか。
本セミナーは、連続企画として建築・都市計画のプロフェッショナルをゲストにお迎えし、本学教員との対談、
また、ゲストと聴衆との対話の二部構成によって、歴史都市奈良の今後のありかたについて探求していくも
のです。
　
第二回目は、東京を拠点に建築家としても活躍されている千葉学 東京大学大学院准教授をゲストにお招き
し、本年度より本学に着任の長田直之准教授との対談を通じて、世界遺産とあたりまえの風景というひとつ
づきの環境の中にどんなルールが見出せるのかを探求していただきます。


